
〇見直しの経緯

〇見直しの概要

【開館10周年の検証結果】

①　利用者数は、平成22年度（592,435人）をピークに減少が続いている。　

②　図書館運営費は、年間約2億５千万円の支出で、人口1人当たりでは県下で最も高く

　なっている。

③　交替勤務により職員の身体的負担が大きい、また、職員間の連携も取りにくい状況

　である。

④　開館することに傾注するあまり、本来の図書館サ－ビスの充実が図られていない。

【今回見直し内容】

①    全図書館の開館時間を２時間短縮する。

②    西条図書館に定期休館日を設ける。

③    全図書館の定期休館日を月曜日に統一する。

開館時間
定期休館日

（週休日）
開館時間

定期休館日

（週休日）

西条図書館 9時～22時 なし 9時30分～20時30分

東予図書館 月曜日

丹原図書館 金曜日

小松温芳図書館 水曜日

　しかしながら、少子高齢化の進展による人口減少社会の到来、働き方改革への対応な

ど、今日的な社会情勢の変化を踏まえ、このたび開館10周年の検証を行うとともに、

西条市図書館協議会からの答申を受け、開館時間等の見直しを検討しているところです。

図書館名

変更前（現行）

⇒

変更後

月曜日
9時～19時 10時～18時

ぐことのできる滞在型図書館として多くの方にご利用いただいております。

西条市立図書館の開館時間等の見直しについて

　市では、平成21年６月に４館（西条・東予・丹原・小松温芳図書館）連携体制をス

タートしました。特に基幹図書館である西条図書館は学びの場を提供し、仕事と暮らし

に役立ち、ひとづくりやまちづくりを支援する図書館を目指し、定期休館日を設けず、

夜10時までの開館という全国的にも数少ない図書館運営を行い、各世代の方がくつろ


